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第１９１回組合会会議録 

 

 令和元年６月１２日千葉市中央区中央港１丁目１３番３号オークラ千葉ホテル２

階「ブリストル」において第１９１回組合会を開催した。 

 

 

組合会の目的である事項 

 

  

報告第 １号  千葉県知事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善措置

について 

報告第 ２号  平成３０年度退職等年金預託金管理経理及び経過的長期預託金

管理経理に係る運用状況について 

議案第 １号  平成３０年度決算の認定について 

議案第 ２号  専決処分（千葉県市町村職員共済組合定款の一部変更）の承認を

求めることについて 

 
 

招集年月日   令和元年６月１２日 

議   長   岩  田  利  雄 

 

 

議員の定数は２０名であるが、出席した議員は、次のとおりである。 

市町村長である議員（３名） 

  ７番 岩 田 利 雄 

 １３番 相 川 勝 重 

 １５番 小 坂 泰 久 

 

市町村長以外の議員（９名） 

  ２番 松 本 孝 則 

４番 村 山 桂 一 

  ６番 関 口   明 

８番 須 藤 和 人 

１０番 岩 崎 利 浩 

 １４番 関 谷 昌 宏 

 １６番 伊 藤 成 司 

 １８番 須 賀   悟 

 ２０番 三 浦   進 

 

委任状を提出した議員は、次のとおりである。（８名） 

１番 星 野 順一郎 

  ３番 宮 本 泰 介 

  ５番 熊 谷 俊 人 

９番 内 田 悦 嗣 

１１番 井 崎 義 治 

１２番 林   一 美 

 １７番 出 口   清 
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１９番 太 田   洋 

 

委任を受けた議員は、次のとおりである。（２名） 

 １５番 小 坂 泰 久（委任者７名） 

 ８番 須 藤 和 人（委任者１名） 

 

学識経験監事である佐藤晴邦は、この組合会に出席した。 

 
事務局から出席した職員は、次のとおりである。 

事 務 局 長 木 川  稔 

事務局次長兼出納長  多 田 芳 子 

総務課長兼情報管理課長 工 藤  誠 

福 祉 課 長 布 施 幸 一 

保 健 課 長 関  裕 行 

経 理 課 長 伊 藤 篤 史 

年 金 課 長 白 井 貴 弘 

総務課長補佐兼総務係長 篠 﨑 輝 明 

施設長兼監査室長 五 木 田  雅  之 

施設管理課長兼施設管理係長 福 井 計 成 

施設管理課付課長補佐 植 松 一 彦 

施設管理課付課長補佐 別 部 光 洋 

 

 

開 会 （時刻１３時００分） 

 

 

事務局長  それでは皆さま、お忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがと

うございます。事務局長の木川でございます。皆さまお揃いになりまし

たので、組合会を開催させていただきたいと思います。開会に先立ちま

して本日の定足数を発表させていただきます。本日出席をいただきまし

た市町村長側議員３名、委任状を提出されました議員は７名、合計１０

名でございます。職員側議員につきましては９名の出席をいただいてお

りまして、委任状を提出されました職員側議員は１名でございます。合

計１０名でございます。したがいまして、地方公務員等共済組合法施行

令第１１条の規定により定足数に達しておりますので、ただ今から議事

日程にしたがいまして、第１９１回組合会を開催させていただきます。 

   開会にあたりまして、議長からごあいさつをお願い申し上げまして、

その後の進行もよろしくお願いいたします。 

 

議  長  こんにちは。組合会の開会にあたりまして、ごあいさつを申し上げま

す。本日ここに第１９１回組合会を開催いたしましたところ、議員各位

におかれましては、公務ご多忙の中、ご出席を賜り、誠にありがとうご

ざいます。また、平素から共済組合の事業運営につきまして、特段のご
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理解とご協力を賜り、重ねて御礼を申し上げる次第でございます。 

   さて、共済制度を取り巻く情勢につきまして、若干触れさせていただ

きます。まず、年金制度におきましては５年に１度の財政検証の年にあ

たり、これに合わせ、高齢者の就労と年金受給のあり方等について、社

会保障審議会、年金部会等の場で議論をされており、今後、制度改正が

見込まれることから、これらの改正に適切に対応していく必要があると

ころでございます。 

次に、医療保険制度関係でございますけれども、共済組合を含む医療

保険者に健康寿命の延伸、医療費適正化を図るためデータヘルスの推進

など、保険者機能の復帰が求められるところでございます。その中で特

定健康診査、特定健康指導や予防、健康づくりの取り組みに対し、イン

センティブを重視する仕組みを導入するよう、後期高齢者支援金の加

算・減算制度の見直しが行われたところでございます。後期高齢者支援

金につきましては、短期財政に大きな影響を与えることから、課題の分

析や優先する重点項目を明確にして対応することが重要であるところで

ございます。マイナンバーに関しましても、短期給付については、昨年

１０月から情報連携が本格運用となったものでございます。長期給付に

おいても開始が予定されており、個人番号を適正に管理対応していく必

要があるところでございます。このように共済組合を取り巻く情勢は厳

しいものがございますが、組合員とその家族のために、共済制度の維持

発展に努めてまいる所存でございますので、引き続きご支援を賜ります

ようお願いを申し上げます。 

   さて、本日ご審議をいただきます主な案件でございますが、平成３０

年度決算の認定についてでございます。平成３０年度の決算につきまし

ては、短期経理をはじめとして、各事業とも概ね順調に推移したもので

ございます。このことは組合員の皆さまはもとより、議員各位の皆さま

のご理解ご協力の賜物と、深く感謝を申し上げる次第でございます。な

お、本日の附議案件につきましては、逐次、事務局から説明をいたしま

すが、慎重にご審議を賜りますようお願いを申し上げまして、開会のあ

いさつとさせていただきます。ご苦労さまでございます。 

 

議  長  それでは議事に入ります。議事日程の決定を議題といたします。お諮 

りをいたします。議事日程は本日 1 日といたしたいと存じます。これに

ご異議ございませんか。 

 

〔 「異議なし」の声あり 〕 

 

議  長  ご異議なしと認め、本日の会議を１日と決定をいたします。 

 

議  長  次に、会議録署名議員の選挙について、お諮りをいたします。会議録

署名議員の選挙は、議長において指名することで、ご異議ございません

か。 

 

〔 「異議なし」の声あり 〕 
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議  長  ご異議ないものと認め、会議録署名議員に長側１５番、小坂泰久議員、

職員側１０番、岩崎利浩議員の両名を指名いたします。 

 

議  長  議案の提案の前に、報告事項が２件ございます。報告第１号「千葉県

知事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善措置について」、報告

第２号「平成３０年度退職等年金預託金管理経理及び経過的長期預託金

管理経理に係る運用状況について」を、一括して事務局から報告を求め

ます。五木田監査室長。 

 

監査室長  はい。 

 

議  長  はい、監査室長。 

 

監査室長  監査室長の五木田でございます。私からは報告第 1 号、千葉県知事が

実施した監査の結果と指摘事項に対する改善措置についてをご報告をさ

せていただきます。 

   資料を１枚おめくりいただきまして、１ページの監査の結果について

をご覧いただきたいと存じます。平成３０年度の千葉県知事監査につき

ましては、冒頭に記載のとおり、平成３０年１１月２１日、２２日及び

１２月１７日の３日間にわたり執行いただき、その結果について本年１

月１８日付で通知があったものでございます。文書での指摘事項につき

ましては、項番１の支出事務の適正化について、こちらから資料の５ペ

ージにあります、個人情報・情報セキュリティ対策についてまで、１２

項目でございました。中でも１番目の支出事務の適正化につきましては、

７点にわたり指摘を受けたものでございます。なお、指摘内容はおおむ

ね前年度と同様の内容でございました。 

   また、監査の指摘事項に対する措置状況でございますが、資料の８ペ

ージをご覧いただきたいと思います。こちらのページから最後の１７ペ

ージまでの内容で、３月２２日付で報告をし、受理をされたものでござ

います。なお、この資料につきましては、１７ページの表の下に、記載

の注意事項を踏まえて作成をいたしたところでございます。 

本日はこの監査の指摘事項に対する措置状況の中から、今回新たに指

摘を受けた箇所を中心にご報告をさせていただきます。 

   恐れ入ります、資料の８ページをご覧いただきたいと存じます。こち

らの監査指摘事項に対する措置状況の様式は、平成２９年度の報告分か

ら変更されたところでございます。一番左側の指摘年度ですが、平成２

９年度、３０年度と記載しておりますが、こちらにつきましては指摘事

項の上段が平成２９年度の指摘、下段が平成３０年度の指摘という見方

になります。また、一番右側の指摘事項に対する措置状況の具体的内容

の欄でございますが、その下に米印で、星印は実施済みとありますが、

措置状況については２年度にわたっていることから、星印については実

施をしている、星印でない部分はこれから措置するというような見方に

なるものでございます。 

   それでは資料の９ページの一番下をご覧いただきたいと存じます。平

成３０年度、新たな指摘事項は、（５）監事監査に係る支出についてでご
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ざいますが、こちらは施設監査に限っての指摘ということになります。

指摘内容でございますが、監事監査に際して、宴席を含む飲食を提供し

経費に計上することは、厳に慎むことという指摘でございました。これ

に対しまして隣が対応方針ですが、監事監査に際して、飲食に係る経費

の計上は行わないものといたします。として、一番右側にありますとお

り今年度も施設監査は、１０月に那須の森ヴィレッジで実施をする予定

です。次にこの上の組合会議員業務視察については、平成３０年度は文

書での指摘がありませんでしたが、指摘事項から外れたものではないと

いう事を確認したところでございます。したがいまして、一番右側の措

置状況でございますけども、一番下にあるとおり食糧費の基準額の範囲

内で執行することで、今年度も業務視察を行う予定としておるところで

ございます。 

   次に１０ページをご覧いただきたいと思います。上から２番目の(７)、

支出確認書類についてでございます。請求書と領収書のみでの飲食費用

の支出が見受けられることから、支出確認書類についての基準を定める

とともに、各部署へ周知することという指摘がございました。その隣の

対応方針でございますが、支出確認書類についての基準を検討し、適切

かつ公正な経費の執行に努めるよう周知を図ります。ということで報告

したものです。 

   最後に１７ページをご覧いただきたいと思います。一番最後の１２番、

個人情報・情報セキュリティ対策についてでございます。指摘内容でご

ざいますが、千葉県市町村職員共済組合情報セキュリティ対策基準で定

めている、情報セキュリティ委員会の設置や、緊急時対応計画の策定な

どが未実施であることから、同基準に則した措置を実施すること。こち

らについては一番右側の措置状況をご覧いただきたいと存じます。連合

会及び他県共済の緊急時対応計画を確認・検証の上、策定してまいりま

す、と報告をしたところでございます。今回の新たな指摘事項は以上で

ございます。 

   なお、今年度の監査でございますが、千葉県が、総務大臣が行う監査

の対象組合となり、７月２日に執行されることとなりましたことを併せ

てご報告させていただきます。報告第１号につきましては以上でござい

ます。 

   続きまして、報告第２号につきましては、総務課長の工藤より報告を

させていただきます。 

 

総務課長  総務課長の工藤でございます。私からは報告第２号をご報告させてい

ただきます。資料をご覧いただきたいと思います。横の資料になります。

平成３０年度退職等年金預託金管理経理及び経過的長期預託金管理経理

に係る運用状況についてでございます。１枚おめくりいただきまして１

ページをご覧いただきたいと思います。 

   預託金の運用状況(退職等年金預託金管理経理)をご覧いただきたいと

思います。こちらは全国市町村職員共済組合連合会が定めた様式に基づ

きまして、平成３０年度の退職等年金預託金管理経理に関わる運用状況

をまとめたものでございます。組合員の貸付事業の財源につきましては、

これまで経過的長期預託金管理経理からの借入金とするものとされてお
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りましたが、総務省の定める貸付規則準則の改正によりまして、平成３

０年度から全国市町村職員共済組合連合会の退職等年金経理の余裕金の

預託を受け、これを財源とするものと変更されたものでございます。こ

のことによりまして新たに設置されました経理でございます。 

   まず左側の表をご覧ください。平成３０年度の資産区分、時価総額、

構成割合、利回りを示した表でございます。金額の単位につきましては

１００万円でございます。資産区分をご覧ください。資産区分の貸付金

でございますが、こちらは貸付経理への貸付けのみを行っておりまして、

時価総額は６２億５，４００万円となったものでございます。構成割合

につきましては９９．８パーセントとなるものでございます。次に、短

期資産運用でございます。こちらは全て普通預金でございまして、９０

０万円となったものでございます。構成割合は０．２パーセントでござ

います。下の段の合計でございます。時価総額の合計は６２億６，３０

０万円となったものでございます。修正利回りにつきましては０．９１

パーセントとなったものでございます。また、右側の円グラフにつきま

しては、平成３０年度の時価総額をグラフ化したものでございます。 

   続きまして、２ページをご覧ください。こちらにつきましては、これ

までの貸付事業の財源の借入先でありました、経過的長期預託金管理経

理の預託金の運用状況でございます。こちらにつきましては、退職等年

金預託金管理経理からの借入金のみを財源として、貸付事業の円滑な運

営ができるようになるまでの間、こちらの経理から借入金を財源とする

ことができるものとされたものでございます。平成３０年度の運用状況

についてご報告をさせていただきます。資産区分をご覧ください。資産

区分の国内債券の縁故地方債貸付金につきましては、実績がなかったも

のでございます。次に貸付金でございます。こちらも貸付経理への貸付

けのみ行っておりまして、時価総額は２１億９，９００万円となったも

のでございます。構成割合につきましては２８パーセントとなったもの

でございます。 

   次に、短期資産運用でございます。こちらは全て普通預金でございま

して、５６億４，８００万円となったものでございます。構成割合は７

２パーセントとなっております。下の段の合計でございます。時価総額

の合計は７８億４，７００万円となったものでございます。修正総合利

回りにつきましては、０．９パーセントとなったものでございます。ま

た、右側にある円グラフにつきましては、平成３０年度の時価総額をグ

ラフ化したものでございます。なお、こちらの経過的長期預託金管理経

理につきましては、貸付事業の財源につきましては、今年度年度途中で

先ほどの退職等年金預託金管理経理に移行されるものでございます。以

後は地方公共団体が行政目的のため発行する、債券私募引受けでありま

す、縁故地方債の引受けのみを行うものとなるものでございます。また、

両経理の運用状況の公表につきましては、毎年７月第１営業日に公表す

ることとされておりまして、今年度につきましては、７月１日に当組合

のホームページに公表する予定でございます。報告第２号につきまして

は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長  ただ今「千葉県知事が実施した監査の結果と指摘事項に対する改善措
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置について」と、「平成３０年度退職等年金預託金管理経理及び経過的長

期預託金管理経理に係る運用状況について」の報告がありました。ご質

疑等ございましたらお願いをいたします。ございませんか。 

 

〔 「なし」の声あり 〕 

 

議  長  それでは、終結いたします。以上で報告第１号「千葉県知事が実施し

た監査の結果と指摘事項に対する改善措置について」、報告第２号「平成

３０年度退職等年金預託金管理経理及び経過的長期預託金管理経理に係

る運用状況について」の報告を終結いたします。 

 

議  長  これより議案の上程を行います。議案第１号「平成３０年度決算の認

定について」を議題といたします。事務局から説明を求めます。伊藤経

理課長。 

 

経理課長  はい。 

 

議  長  はい、経理課長。 

 

経理課長  経理課長の伊藤でございます。それでは、議案第１号を上程させてい

ただきます。議案第１号をご覧ください。「平成３０年度決算の認定につ

いて」、平成３０年度決算について、別冊のように認定を求めるものでご

ざいます。１枚おめくりいただきますと、平成３０年度の決算書となっ

ておりますが、こちらの決算書につきましては、法に定められました様

式に基づきまして作成をいたしたものでございます。本日の説明につき

ましては、この決算書に基づきまして作成をしました「平成３０年度決

算の概況について」を添付させていただいておりますので、こちらを用

いましてご説明をさせていただきます。 

まず、１ページの１、地方公共団体の数、組合員等の数及び標準報酬

の月額等でございます。（１）の団体数は平成２９年度末と同数の１０１

団体で変更はございませんでした。（２）の組合員等の人数は、組合員と

任意継続組合員の合計で、５万５，５５７人となりまして、平成２９年

度末と比較しますと６２人の減少となりました。この内訳でございます

が、現職の組合員数は２１人の増加となりましたが、任意継続組合員は

引き続き短時間労働者に対する被用者保険の適用拡大の影響により、８

３人の減少となったものでございます。被扶養者の人数は４万５，００

３人となりまして、前年度末と比較しますと８５０人の減少となりまし

た。第３号厚生年金被保険者の人数は５万４，４８３人となりまして、

前年度末と比較しますと２１人の増加となりました。次に（３）の標準

報酬の月額等でございます。こちらの表では、長期と短期の金額を掲げ

てございますが、掛金の対象となる最高限度額が長期と短期で異なって

おりますので、本日は短期の額でご説明させていただきます。①組合員

でございますが、標準報酬の月額は組合員の方の総額となりますが、平

成３０年度末で２２２億３，９８９万円となりまして、前年度末と比較

しますと１億２，８４９万２，０００円の減少で、減少率は０．５７パ
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ーセントとなっております。また、平均標準報酬の月額では４０万７，

９３７円となりまして、前年度末と比較しますと２，５１５円の減少で

ございました。標準期末手当等の額の年度累計額は、８５４億２，４９

６万５，０００円となりまして、前年度末と比較しますと５億７，３８

５万２，０００円の増加で、増加率は０．６８パーセントとなっており

ます。②の任意継続組合員では、標準報酬の月額は４億６９万円となり

まして、前年度末と比較しますと１，１４１万８，０００円の減少とな

っております。また、平均標準報酬の月額は３８万６，３９３円でござ

いました。③の第３号厚生年金被保険者では、標準報酬の月額は２１７

億６，７０３万円、平均標準報酬の月額は３９万９，５２０円、標準期

末手当等の額の年度累計額は８４８億９，６８８万８，０００円でござ

いました。 

次に２の短期経理でございます。(１)の財源率につきましては、短期

財源率は掛金・負担金率合計で標準報酬の月額及び標準期末手当等の額

に対する率となります。短期財源率は、平成３０年度では前年度据置き

の８５．２パーミル、また介護財源率は、前年度より０．５２パーミル

引上げて１３．２２パーミルでございました。②の調整負担金は、全国

市町村職員共済組合連合会が行っています特別財政調整事業の負担金で

ございますが、標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対しまして、

前年度据置きの０.２パーミルでございました。また、同様に連合会の事

業であります育児・介護休業手当金に係る共同事業の負担金である公的

負担金は、前年度より０.０１パーミル引き下げまして、０.０５パーミ

ルでございました。 続きまして、２ページをご覧ください。(２)の一部

負担金払戻金等の基礎控除額につきましては、標準報酬の月額が５３万

円以上では５万円、５３万円未満では２万５，０００円で、前年度と変

更はないものでございます。(３)の収支でございます。収入につきまし

ては上から４行目の短期の負担金・掛金合計で、２９８億８，８８７万

３，２３７円、介護の負担金・掛金合計では、収入の上から８行目にな

りますが３０億６，９５３万３，０７７円でございました。また、連合

会から交付されました交付金の総額は１９億８，９３７万３，６６４円、

以下合計をしまして、３７３億９，１８０万５，１３９円となったもの

でございます。前年度と比較しますと、主に標準報酬の月額の減による

掛金・負担金収入の減少に伴い、９，２４９万２２１円減少したもので

ございます。一方、支出につきましては法定給付を中心としました給付

金等の合計が、支出の上から４行目になりますが１５２億６，６７５万

１，２５７円、前期高齢者納付金、以下のいわゆる特定保険料の合計は

１４２億７，８４９万６，２１１円で、この額は掛金・負担金収入の約

４７.８パーセントとなっております。連合会払込金及び連合会拠出金の

合計が、１７億４，５５３万３，０６３円、介護納付金が３０億４，３

４５万５，１５８円、以下合計をいたしまして３６５億９，５４７万３，

４５４円となったものでございます。前年度と比較しますと、特定保険

料、主に前期高齢者納付金の減少に伴い１４億６，８４４万７，１１９

円減少したものでございます。収支差引きいたしますと７億９，６３３

万１，６８５円の当期利益金が生じました。内訳は、短期では７億７，

０２５万２，３４１円の当期短期利益金、また、介護では２，６０７万
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９，３４４円の当期介護利益金が生じたところでございます。次に(４)

の剰余金をご覧ください。まず、欠損金補てん積立金は、法定額満額の

１３億７，４０６万６，９９８円を積み立て、法定額が減少した関係で、

所要額を超える１，３４２万４，１５６円を取り崩して短期積立金へ積

み増しをしたものでございます。また、短期積立金は、収支差引きで生

じました短期利益金と、先程の欠損金補てん積立金からの積み増し額を

合わせまして７億８，３６７万６，４９７円を積み増しした結果、翌年

度に繰り越す短期積立金は３０億７，８７５万８，４４２円となったも

のでございます。次に、介護積立金は、収支差引きで生じました介護利

益金２，６０７万９，３４４円全額を介護積立金に積み増しした結果、

翌年度に繰り越す介護積立金は３，１２９万２，２３３円となったもの

でございます。 

次に３ページをご覧ください。３の厚生年金保険経理でございます。

こちらは厚生年金相当部分、厚生年金拠出金・交付金、基礎年金拠出金・

交付金に係る経理でございます。(１)の財源率は｢被用者年金制度の一元

化等を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律｣により定め

られる率でございます。 ①の組合員保険料・負担金率合計は、標準報酬

の月額及び標準期末手当等の額に対しまして、平成３０年４月から８月

までが１７９.８６パーミル、９月から平成３１年３月までは、３.１４

パーミル引上げまして１８３パーミルでございました。②の基礎年金拠

出金は、標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対しまして、前年度

より１.３パーミル引上げの３９パーミルでございました。 ③の追加費

用につきましては、標準報酬に対する率で、前年度より２.５パーミル引

下げの１７.８パーミルでございました。(２)の収支でございますが、収

入は、負担金・組合員保険料を合計しまして７９８億４，２７３万１，

４５１円となったものでございます。 また、支出は連合会へ払込金とし

て、収入額と同額を払い込んだものでございます。 

次に４の退職等年金経理でございます。こちらは、旧職域年金相当部

分に替わる給付であります退職等年金給付に係る経理でございます。

(１)の財源率は、地方公務員共済組合連合会の定款により定められる率

でございます。掛金・負担金率合計は、標準報酬の月額及び標準期末手

当等の額に対しまして、前年度据置きの１５パーミルでございます。(２)

の収支でございますが、収入は負担金・掛金を合計しまして５０億９，

０８４万３，８２９円となったものでございます。また、支出は連合会

へ払込金として、収入額と同額を払い込んだものでございます。 

次に、５の経過的長期経理でございます。こちらは、旧職域年金相当

部分の給付及び既裁定の公務障害給付・遺族年金給付等に係る経理でご

ざいます。(１)の財源率は、地方公務員共済組合連合会の定款により定

められる率でございます。負担金率は、標準報酬の月額及び標準期末手

当等の額に対しまして、前年度より０.００８７パーミル引き下げまして

０.１０３５パーミルでございました。続きまして、４ページをご覧くだ

さい。②の追加費用につきましては、標準報酬に対する率となっており

まして、前年度より１.１パーミル引上げまして、１.９パーミルでござ

いました。(２)の収支でございますが、収入は、負担金で５億５，５６

５万７，６０７円となったものでございます。また、支出は、連合会へ
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払込金として収入額と同額を払い込んだものでございます。 

次に６の退職等年金預託金管理経理でございます。こちらは、総務省

の定める貸付規則・準則の改正により、平成３０年度から新たに設置さ

れた経理でございます。連合会から、退職等年金給付組合積立金の一部

の預託を受けまして、運用をいたしたところでございます。この預託金

につきましては、経過的長期預託金管理経理同様、主に貸付事業の資金

として利用したものでございます。(１)運用状況につきましては、平成

３０年度末では、連合会預託金としまして、長期貸付金は、貸付経理へ

の貸付金が６２億５，４００万円、その他資産は、９４１万８，８９０

円となりまして、合計で６２億６，３４１万８，８９０円を運用いたし

たところでございます。(２)の取引金融機関の信用リスクでございます

が、預託元の全国市町村職員共済組合連合会におきまして、構成組合の

取引金融機関の選定等に関する基準を設けておりまして、その中で「取

引先の金融機関の格付けについては、格付機関から取得している長期格

付けの過半数が、ＢＢＢ格又はＢＢＢ格に相当する格付け以上であるこ

と」と定められております。これに基づきまして、退職等年金預託金管

理経理の当組合が取引をしております金融機関の信用リスクについて、

平成３０年度末現在の確認を行ったものでございます。取引金融機関は

千葉銀行で、格付けは表に掲げてございます格付機関になりますが、Ｒ

＆ＩでＡＡマイナス、ムーディーズでＡ１、Ｓ＆ＰでシングルＡでござ

いました。この格付け内容は、昨年度末と同じで、全て連合会の示す格

付けＢＢＢ以上となっているものでございます。(３)の収支でございま

すが、収入は、運用によります利息及び配当金が９４１万８，８９０円

となったものでございます。支出は、収入額と同額を支払利息として連

合会に払い込んだものでございます。 

次に７の経過的長期預託金管理経理でございます。こちらは、連合会

から経過的長期給付組合積立金の一部の預託を受けまして、運用をいた

したところでございます。(１)運用状況につきましては、平成３０年度

末では連合会預託金としまして、長期貸付金は、貸付経理への貸付金が

２１億９，８９０万２，２６６円、その他資産は５６億４，８３９万８，

６９８円となりまして、合計で７８億４，７３０万９６４円を運用いた

したところでございます。(２)の取引金融機関の信用リスクでございま

すが、こちらにつきましては、先程、退職等年金預託金管理経理の中で

ご説明いたしましたものと同様でございますので、省略をさせていただ

きます。続きまして５ページをご覧ください。(３)の収支でございます

が、収入は、運用によります利息及び配当金が８，２４４万１，１２５

円となったものでございます。支出は、収入額と同額を支払利息として

連合会に払い込んだものでございます。 

次に８の業務経理でございます。(１)の事務費は、全て組合員１人当

たりの年額でございます。①の短期・厚生年金保険及び経過的長期給付

分につきましては、アの事務費負担金は構成団体にご負担していただく

ものでございますが、組合員１人当たり短期分として６，５５２円、長

期分として５，２３２円の合計で１１，７８４円を事務費としてご負担

していただいたところでございます。イの事務費は、組合員１人当たり

としまして、短期部分の公的負担金６，５５２円、短期経理より繰入は



-11- 

 

２，３４５円で、こちらは定款上で定められた額となります。次に、連

合会交付金が４，４９９円、合計で１万３，３９６円を事務に要する費

用とさせていただいたところでございます。なお、平成３０年度におき

ましても、事業計画どおり短期経理からの繰入れは行いませんでしたの

で、実際の事務費は１万１，０５１円となったものでございます。②の

退職等年金給付の事務費につきましては、組合員１人当たり４６３円で、

全額連合会交付金として交付されるものでございます。 (２)の収支でご

ざいますが、収入につきましては構成団体からの負担金として６億４，

３２１万２，７５１円、連合会からの交付金２億８，１４８万５，１２

２円、短期経理より繰入れは先程申し上げましたように行いませんでし

たので、以下合計をしまして９億４，５３５万５，３９４円となったも

のでございます。支出につきましては、職員給与が２億３，４９０万９，

８６８円、連合会分担金が１億８３３万３，７２０円、事務費負担金払

込金が２億８，５５８万１，２３０ 円、以下合計をしまして９億３，７

２５万５，９５７円となったものでございます。収支差し引きいたしい

たしますと、８０９万９，４３７円の当期利益金が生じましたので、(３)

の剰余金をご覧ください。生じました利益金は全額積立金に積み増しを

いたしました結果、翌年度へ繰り越します積立金は１３億３，６２６万

９，１４２円となったものでございます。 

次に９の保健経理でございます。(１)の財源率につきましては、①の

掛金・負担金率合計は、標準報酬の月額及び標準期末手当等の額に対し

まして前年度据置きの４.４パーミルでございました。②の特定健康診査

等に係る負担金は、組合員一人当たり２６４円をご負担いただいたとこ

ろでございます。続きまして６ページをご覧ください。(２)の収支でご

ざいますが、収入につきましては負担金が７億７，３４９万２，１３１

円、掛金が７億５，９０２万２，７８１円、以下合計をしまして１５億

３，９８２万７，４８２円となったものでございます。支出につきまし

ては保健事業の中心となっております厚生費が１０億２，１８０万２，

２６８円、下から４行目になりますが、他経理へ繰入の計が２億１，５

４３万円、以下合計をしまして１４億２，１４０万７，８６１円となっ

たものでございます。なお、他経理への繰入につきましては保健経理第

２の７１万５，０００円、保健経理第３の３，４００万円、宿泊経理の

１億８，０７１万５，０００円となりますが、全て事業計画のとおり繰

入れを行ったものでございます。収支差し引きいたしますと１億１，８

４１万９，６２１円の当期利益金が生じましたので、(３)剰余金をご覧

ください。生じました利益金は全額積立金に積み増しをいたしました結

果、翌年度へ繰り越す積立金は、１９億８，７９０万２，４５３円とな

ったものでございます。 

次に、１０の保健経理第２でございます。こちらは、那須の森ヴィレ

ッジを運営する経理でございます。営業日数は当初予算どおり平成３０

年４月１３日から１１月１２日までの間で、２０６日の営業をいたした

ところでございます。なお、平成３０年度につきましては施設の改修工

事の関係で、例年より２週間程、閉所を早めて営業をさせていただいた

ものでございます。宿泊人数は前年度より１２８人減少の７，６９１人、

利用率にして６４.３７パーセントでございました。(２)の収支状況でご
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ざいますが、収入につきましては施設収入８，３２０万８，５８１円、

特別修繕引当金戻入１億４，７２３万４，５８４円、こちらは那須の森

ヴィレッジの修繕を想定して特別修繕引当金として計上していたものを、

改修工事完了に伴い決算処理において引当金の戻入を行ったものでござ

います。以下合計をしまして２億５，３０８万６，１８４円となったも

のでございます。支出につきましては上から３行目の委託費６，１６８

万６，４４９円、修繕費４，４９９万４，７３３円を中心にして、以下

合計をしまして１億９，２９６万５，１８０円となったものでございま

す。収支差し引きいたしますと６，０１２万１，００４円の当期利益金

が生じましたので、７ページ(３)の剰余金をご覧ください。生じました

利益金は全額欠損金補てん積立金に積み増しをいたしました結果、翌年

度へ繰り越す欠損金補てん積立金は５億１，９０７万６，００２円とな

ったものでございます。 

次に１１の保健経理第３でございます。こちらはオークラ千葉ホテル

１０階の温浴施設を運営する経理でございます。①の営業日数はホテル

の通年営業に併せて３６５日でございました。②の温浴施設の利用状況

は組合員１万８５８人、一般１万７，６７１人となりまして、合計では

前年度より５７人増加の２万８，５２９人のご利用をいただいたところ

でございます。(２)の収支につきましては、収入では施設収入９２３万

２，１６７円、保健経理より繰入れが３，４００万円、以下合計をいた

しまして４，７３５万４，７８６円となったものでございます。支出で

は、委託費が７７７万６，０００円、以下合計をいたしまして３，８８

８万４，１７２円となったものでございます。収支差し引きいたします

と８４７万６１４円の当期利益金が生じましたので(３)剰余金をご覧く

ださい。生じました利益金は、欠損金補てん積立金に全額積み増しをい

たしました結果、翌年度へ繰り越す欠損金補てん積立金は５，０７５万

９，１２１円となったものでございます。 

次に１２の宿泊経理でございます。最初に(１)のオークラ千葉ホテル

でございますが、宿泊定員は８４室、１３６人で前年度と変更は無いも

のでございます。営業日数は、通年営業の３６５日でございます。利用

状況につきましては、宿泊利用者が３万７，８５５人、利用率は７６.３

パーセントでございました。婚礼は１６１組で、ご利用者は９，２０２

人でございました。以下、会議、宴会、レストラン等のご利用者を合計

いたしますと、前年度より１万７０６人減少の２４万３，１６９人のご

利用をいただいたところでございます。続きまして８ページをご覧くだ

さい。②の収支でございますが、収入では施設収入１４億８２０万６，

９９３円、以下合計をしまして１７億３，８６２万７，６２０円となっ

たものでございます。支出では、４行目の委託費８億６，３７８万７３

７円を中心として、以下合計をしまして１７億４，７５２万８，５３６

円となったものでございます。収支差し引きいたしますと８９０万９１

６円の当期損失金が生じましたので、③の剰余金をご覧ください。生じ

ました損失金は欠損金補てん積立金を取り崩して補てんをいたしました

結果、翌年度へ繰り越す欠損金補てん積立金は１９億６，０４４万３，

６９５円となったものでございます。次に(２)の黒潮荘でございます。

営業日数につきましては、改修工事により昨年４月３０日まで休館させ
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ていただいておりましたので、３３２日の営業でございました。利用状

況につきましては、宿泊者数１万５，３５４人、以下、宴会、会議を合

計しまして、前年度より７，９８６人増加の１万５，８９６人のご利用

をいただいたところでございます。また、宿泊利用率は５０.８パーセン

トでございました。②の収支につきましては、収入では施設収入２億５

５万７０８円、保健経理より繰入３，０００万円、以下合計をしまして

２億５，６２８万５，１６４円となったものでございます。支出では４

行目の委託費８，３０７万８，６３９円を中心として、以下合計をいた

しまして３億３，４７４万２８２円となったものでございます。収支差

し引きいたしますと７，８４５万５，１１８円の当期損失金が生じまし

たので、９ページ③の剰余金をご覧ください。まず、改良積立金につき

ましては、改修工事の完了に伴う決算処理として６億６，５６０万円を

全額取り崩し、別途積立金に積み増しをしたものでございます。次に、

別途積立金につきましても改修工事の完了に伴う決算処理として、その

一部である２，３２０万９，０００円を取り崩し、欠損金補てん積立金

に積み増しをしたものでございます。以上のことから、別途積立金は６

億４，２３９万１，０００円を積み増すこととなりますので、翌年度へ

繰り越す別途積立金は８億５，８１２万２，０００円となったものでご

ざいます。欠損金補てん積立金につきましては、収支差し引きで生じま

した損失金と先程の別途積立金からの積み増し額の合計５，５２４万６，

１１８円を取り崩すこととなりますので、翌年度へ繰り越す欠損金補て

ん積立金は７億２，６７７万５，２１６円となったものでございます。 

次に１３の貯金経理でございます。支払利率は前年度と同率の２.１パ

ーセントでございました。貯金者数は、前年度より１５７人増加の４４，

７４９人となりまして、加入率は８０.５５パーセントでございました。

また、貯金総額は前年度より約４５億円増加の３，１８９億４，４８４

万３０４円となったものでございます。(２)の長期貸付金につきまして

は、剰余金の一部を物資経理へ貸付を行っております。貸付利率は、貯

金の支払利率と同率の年２.１パーセント、年度末の貸付残高は１９億９，

５０６万円でございました。(３)の収支につきまして、収入では、お預

かりしました資金を有価証券等で安全有利に運用をいたしました結果、

利息及び配当金が７０億５，７３１万２０７円、有価証券売却益が４億

２，０６３万５，４００円となりまして、以下合計をいたしまして７５

億２，１１６万８７１円となったものでございます。支出では、貯金の

利息としてお支払いしました、上から４行目の支払利息６３億７，３３

３万７，０３７円を中心としまして、以下合計しますと６４億４，２９

４万７，９４８円となったものでございます。収支差し引きいたします

と１０億７，８２１万２，９２３円の当期利益金が生じましたので、(４)

の剰余金をご覧ください。まず、欠損金補てん積立金につきましては、

法定額が増加した関係で、収支差引で生じました利益金のうち２億２，

４６０万２，３１２円を充当いたしまして、法定額満額の１５９億４，

７２４万２，０１５円を積み立てたものでございます。また、積立金に

つきましては、残りの利益金８億５，３６１万６１１円を積み増しした

結果、翌年度に繰り越す積立金は４１９億２，７３２万３，７０６円と

なったものでございます。また、平均運用利回りは２.０３パーセントで
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ございました。 

次に、１４の貸付経理でございます。(１)の貸付の状況等につきまし

ては、①の貸付条件は貸付の準則どおりでございます。②の新規貸付件

数は４５３件、年度末の貸付総件数は６，３５４件でございました。③

の新規の貸付金額は８億１８０万６０円、貸付金総額は年度末で１０９

億７，４５５万１，０６６円となりまして、前年度と比較して約１９億

円減少したものでございます。④の長期借入金は、年度末で退職等年金

預託金管理経理及び経過的長期預託金管理経理から合計で８４億５，２

９０万２，２６６円を借りいれているものでございます。続きまして１

０ページをご覧ください。(２)の収支につきましては、収入では貸付金

に対する組合員貸付金利息としまして１億４，４２８万８８９円、以下

合計をいたしまして１億４，７８８万６，８２８円となったものでござ

います。支出では、上から４行目の退職等年金預託金管理経理及び経過

的長期預託金管理経理からの借入金に対します支払利息９，１８５万１

９８円を中心にして、以下合計をいたしまして１億４，７７５万４，９

８５円となったものでございます。収支差し引きいたしますと１３万１，

８４３円の当期利益金が生じましたので(３)の剰余金をご覧ください。

生じました利益金は全額欠損金補てん積立金に積み増しをいたしました

結果、翌年度へ繰り越す欠損金補てん積立金は２５億１，９１０万２，

４５５円となったものでございます。なお、この欠損金補てん積立金の

額は、貸付金総額の２２.９５パーセントに当たっております。 

１５の物資経理でございます。(１)の自動車物資等の割賦販売による

売掛金は、平成３０年度末の残高が２２億８，２５１万２，０７０円と

なりまして、前年度より約１億３，０００万円減少しております。(２)

の新規商品売掛金は４億９，４５５万９，２９８円で、販売台数は２４

４台となりまして、前年度より４３台減少しております。また(３)の長

期借入金は、貯金経理から１９億９，５０６万円を借り入れているもの

でございます。(４)の収支につきましては、収入では商品売上４億８，

７８０万６，４３１円、商品販売益５，６７６万８，８６７円、以下合

計をいたしまして５億９，６４３万１，０８５円となったものでござい

ます。支出では、２行目の商品仕入が商品売上と同額の４億８，７８０

万６，４３１円、また、貯金経理への借入金に対する支払利息として４，

４６６万３，６９８円、以下合計をいたしまして５億９，５５３万９，

３６２円となったものでございます。収支差し引きしますと８９万１，

７２３円の当期利益金が生じましたので、(５)の剰余金をご覧ください。

生じました利益金は全額欠損金補てん積立金に積み増しをいたしました

結果、翌年度へ繰り越す欠損金補てん積立金は１億９，３６５万６３８

円となったものでございます。なお、この欠損金補てん積立金の額は長

期借入金の９.７パーセントに当たるものでございます。 

続きまして１１ページをご覧ください。次に１６の財形経理でござい

ます。(１)貸付の状況等につきましては、①の貸付条件は記載のとおり

でございます。②の新規貸付は２件で、年度末の貸付総件数は４件でご

ざいました。③の新規貸付金額は２，８８０万円で、貸付金総額は年度

末で４，６０６万７，６１０円となりました。④の長期借入金は、全国

市町村職員共済組合連合会から４，６０６万７，６１０円を借り入れて
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いるものでございます。(２)の収支につきましては、収入では貸付金に

対する財形貸付金利息としまして２０万２，０９９円、以下合計をいた

しまして２３万６６０円となったものでございます。支出では、借入金

に対する支払利息として、収入の財形貸付金利息と同額を連合会へ払い

込んだものでございます。収支差し引きしますと１円の当期利益金が生

じましたので（３）の剰余金をご覧ください。生じました利益金は積立

金に積み増しをいたしました結果、翌年度へ繰り越す積立金は７，２０

７円となったものでございます。 

以上で、議案第１号の説明とさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 

議  長  ただいま、議案第１号の説明がなされたところでございますが、質疑

をいただく前に、監査の結果について、監事より報告を求めます。 佐藤

学識経験監事。 

 

学識経験監事  はい。 

 

議  長  はい、学識経験監事。 

 

学識経験監事  はい。別紙でお手元にお配りされております、監査報告書をご覧いた

だきたいと思います。読み上げまして報告に代えさせていただきます。

監査報告書。１、監査年月日。令和元年６月１１日。２、監査の対象と

なった期間。平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで。３、

監査事項。組合の業務及び財産の状況について。４、監査の結果の概況

及び意見。組合の業務は法令の定めるところにより適正に執行され、会

計経理についても正確に処理され、証拠書類についても良好に整理され

ていることが認められました。なお、意見として宿泊経理における施設

収入の増加に向けて、なお一層の努力を求めるものです。貯金経理につ

いて、中長期的な運用利回りを見通して、今後の支払利率を検討してく

ださい。５、出納職員に対して直接注意した事項。なし。６、その他必

要な事項。引き続き適正な事業執行と健全な財政運営に努めてください。

地方公務員等共済組合法第１２条第３項及び千葉県市町村職員共済組合

定款第４６条の規定に基づき、監査した結果を同定款第４９条の規定に

より上記のとおり報告します。令和元年６月１２日。監事、相川勝重。

監事、関口明。監事、佐藤晴邦。以上でございます。 

 

議  長  ありがとうございました。以上で、監査報告を終了し、これより質疑

をお受けしたいと存じます。議案に対する、質疑はございませんか。 

 

須藤議員  はい。 

 

議  長  はい、須藤議員。 

 

須藤議員  ８番の市原市の須藤です。通告に基づきまして発言をいたします。最

初に保健経理の第３、決算額で修繕費が４３万５，０００円ほど増額を
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しています。摘要にあります浴槽用リングブロワーの整備などは、委託

経費に含まれているような気がしますが、主なもので結構ですので１８

０万円の内訳を教えていただきたいというのが一つです。二つ目は、宿

泊経理、黒潮荘の委託費が、休館期間があったにもかかわらず３６０万

円ほど増額をしています。この理由を教えていただきたい。三つ目は、

有価証券売却、昨年に比べて約３億７，０００万円減少していますけれ

ども、何か特別な理由があったのか、有価証券売却益の４億２，０００

万円の主な内訳がもし分かるようであれば教えていただきたい。以上で

す。 

 

福祉課長  はい、議長。 

 

議  長  はい、布施課長。 

 

福祉課長  はい。福祉課長の布施でございます。まず、保健経理第３のスパに関

します、浴槽用リングブロワー修繕費の関係でございますが、こちらの

ご指摘についてでございます。ご指摘では、委託費になるのではないか

ということでございます。この部分につきまして、まず、私どもの委託

契約の内容でございますが、受付業務や運営管理、清掃、メンテナンス

等の契約でございまして、今回の整備につきましては、経年劣化に伴い

ます浴槽用リングブロワーの整備部品の交換等の費用でございます。し

たがいまして、委託契約の範疇には含まれずに修繕費という取り扱いに

なっておりますので、こちらにつきましては修繕費で処理をさせていた

だいております。また、修繕費１８０万円相当の中身でございますが、

今、申し上げました浴槽利用リングブロワーの整備工事費をはじめとい

たしまして、エアコンの室外機のファンモーターの交換工事や、浴槽水

の自動補給装置の整備、ダウンライトの照明器具交換工事等を行ってお

ります。このことにつきましては、事前に整備計画に基づきまして修繕

をしているものでございますが、それ以外にも２点ほど突発的な工事を

必要とする案件が発生いたしまして、それにつきましては、５０万円ほ

どの費用で処理をしているというところでございます。以上でございま

す。 

 

施設管理課長  はい。 

 

議  長  はい、福井課長。 

 

施設管理課長  はい。それでは宿泊経理の黒潮荘の委託費の増加というご質問でござ 

います。こちらにつきましては、部門のマネージャークラスのスタッフ

が体調不良によりまして、急きょ同クラスのスタッフを応援補充したと

いうところ。また、支配人が期の途中で代わったことによりまして、事

務引き継ぎの関係で重なる部分があったというところでございまして、

委託費のほうが委託費で３６０万ほど増えているというような状況でご

ざいます。以上でございます。 
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総務課長  はい、議長。 

 

議  長  はい、工藤課長。 

 

総務課長  はい。貯金経理の有価証券の売却益でございます。昨年度に比べて減

少しているところと、どういったものを売却したのかというご質問でご

ざいます。有価証券の売却につきましては、退職者への払戻し等に充当

しているところでございまして、平成２９年度後半に償還を迎えた債券

を再投資せずに普通預金、流動資産として保有いたしまして、３０年度

の払戻しに充当したわけでございまして、３０年度における売却の額が

平成２９年度に対しまして少なく済んだというところでございます。売

却した銘柄につきましては、期近な債券を売却したというような状況で

ございまして、償還まで残存が約半年から１年ほどの債券を売却したと

いうような状況でございました。この売却につきましては、償還まで保

有した場合の受取利息と売却益に大きな差はないような状況でございま

して、経済効果は変わらないため、４月の払戻し、再運用に当てること

が保有し続けるより有効であると判断して、売却したというような状況

でございます。銘柄等を申し上げますと、かなり前に買ったものがこの

３０年度当初で償還になるというような状況でございまして、主に電力

債を中心に売却を行ったというような状況でございます。それから、長

い債券の国債等で利率が低い債券を売却したところでございます。これ

については、ご覧のような超低金利の状況でございまして、今後長い間

保有していくと含み損になるような状況が覗えたということでございま

す。この売却に関しましては、もちろんその時の相場によって売却価格

が動くわけではございますが、損が出ないような形で、売却に関しまし

ては、全て売却益が出るような形で売却を行ったというような状況でご

ざいます。このような状況で平成３０年度は４億２，０００万円ほど売

却益が出たというような状況でございます。以上でございます。 

 

須藤議員  はい。 

 

議  長  はい、須藤議員。 

 

須藤議員  はい。もう一度聞きたいのは、黒潮荘の関係で、マネージャーの体調

不良によって引き継ぎの期間もしくは補充ができたから増えた。それは

請負者のほうの原因ではないんですか。 

 

議  長  はい、福井課長。 

 

施設管理課長  はい。おっしゃるとおりでございますが、今回の体調不良者は、私ど 

もの職員というところがありまして、契約上は人員の部分がプラスとい

うようなところがございましたものですから、これはこちらで見ていく

ほうが適切だろうというようなところで、こういう状況でございます。 

 

議  長  よろしいですか。 



-18- 

 

 

須藤理事  わかりました。ありがとうございます。 

 

議  長  はい、他にございませんか。 

 

〔 「なし」の声あり 〕 

 

議  長  それでは、他にないようでございますので、以上で質疑を終結いたし

ます。 

これより採決をいたします。議案第１号「平成３０年度決算の認定に

ついて」、原案のとおり認定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 

〔 全員挙手 〕 

 

議  長  はい。ありがとうございました。挙手全員であります。よって、議案

第１号「平成３０年度決算の認定について」は、原案のとおり認定する

ことに、決しました。 

      次に議案第２号「専決処分(千葉県市町村職員共済組合定款の一部変

更)の承認を求めることについて」事務局から説明を求めます。工藤総務

課長。 

 

総務課長  はい。 

 

議  長  はい、課長。 

 

総務課長  はい。それでは議案第２号を上程させていただきます。議案第２号を

ご覧ください。「専決処分(千葉県市町村職員共済組合定款の一部変更)

の承認を求めることについて」。このことについて、組合会を招集する暇

がなく、臨時急施を要するものと認め、地方公務員等共済組合法第１０

条第２項の規定により、定款の一部変更を、令和元年５月１４日に別紙

のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により承認を求めるもの

でございます。次のページをご覧いただきますと専決処分書がございま

す。恐れ入ります、もう１枚おめくりいただきまして１ページ目をご覧

ください。こちらに定款の一部を変更する要望書がございます。こちら

をもちまして説明をさせていただきます。第一に変更の目的でございま

す。所属所の設置及び解散に伴い、所要の変更を行うことを目的とする

ものでございます。第二に変更する事項でございます。１項といたしま

して、平成３１年３月３１日をもって君津広域水道企業団が解散したこ

と、並びに平成３１年４月１日をもってかずさ水道広域連合企業団が設

置されたことに伴い、第９条第３項に規定する市町村長以外の組合員が

選挙する議員の選挙の表の一部を変更するものでございます。第９条第

３項関係でございます。２項といたしまして、前項、第１項の変更に伴

い、第３２条第１号に規定する組合員の範囲を定めた別表の一部を変更

するものでございます。第三に施行期日です。この変更は公告の日から

施行し、変更後の千葉県市町村職員共済組合定款の規定は、平成３１年
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４月１日から適用するものでございます。以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

議  長  ただ今、議案第２号の説明がなされました。これより質疑を受けたい

と存じます。議案に対する質疑はございませんか。 

 

〔 「なし」の声あり 〕 

 

議  長  以上で質疑を終結いたします。これより採決をいたします。議案第２

号「専決処分(千葉県市町村職員共済組合定款の一部変更)の承認を求め

ることについて」、原案のとおり可決することに賛成の諸君の挙手を求め

ます。 

 

〔 全員挙手 〕 

 

議  長  挙手全員であります。よって議案第２号は原案とおり可決されました。

以上、附議をいたしました議案につきましては、慎重にご審議をいただ

きまして、可決をいただきました。厚く御礼を申し上げます。以上をも

って第１９１回組合会を閉会とさせていただきます。ご協力、誠にあり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

閉 会 （時刻１４時１３分） 



-20- 

 

 

 

令和元年６月２４日調製 

 

 

 

 

 

 

 

 

                議  長    岩  田   利  雄 

 

 

 

                署名議員    小  坂   泰  久 

 

 

 

                署名議員    岩  崎   利  浩 

 

 

 


